
（参考）

緊急需給調整事業（市場隔離）について

１．事業の趣旨

本事業は、野菜の価格低落時に、予め国に届け出た実施計画に基づき、出荷団

体等が、市場隔離等を行った野菜について、予め国と生産者が１：１で（独）農

畜産業振興機構に造成している資金の中から、出荷前に要した経費（種子代等）

の一部を交付金として交付する事業です。

これにより、過剰となっている野菜の出荷量の抑制と価格の回復を図るもので

す。

※市場隔離：ほ場を特定して、出荷を一定期間停止し、価格が回復すれば、市場への出

荷を再開する手法です。

ただし、出荷停止期間中に、品質が劣化し、商品価値が喪失した場合には

土壌還元により処理されます。

２．事業の実施要件

指標となる市場（関東ブロック向けは東京都中央卸売市場大田市場）における

卸売価格が、事業を実施する際の基準となる価格（平均価格の７０％相当）を下

回り、かつ、当面このような状況が続くと見込まれる場合等に実施できるとされ

ています。

３．仕組み

H16～H21までの卸売市場の

平均価格（１００％）

事業を実施する際の

基準となる価格(７０％)

卸

売

価

格

卸売価格が７０％以下の場合に市場隔離を実施できる。


